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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 8月 25日 (2005.8.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 【 請 求 項 １ 】  Ｂ Ｅ Ｔ 法 に よ っ て 測 定 し た 比 表 面 積 が ８ ０ ～ ４ ０ ０ ｍ 2 ／ ｇ の シ リ カ 、 シ
ュ ウ 酸 、 酸 化 剤 及 び 水 よ り な る こ と を 特 徴 と す る 金 属 膜 用 研 磨 剤 。
　 【 請 求 項 ２ 】  半 導 体 基 板 表 面 に 金 属 配 線 用 の 凹 部 を 有 す る 絶 縁 膜 を 形 成 し 、 そ の 上 に
バ リ ア 膜 を 介 し て 該 凹 部 を 埋 め る よ う に 金 属 膜 を 形 成 し た 後 、 金 属 膜 及 び バ リ ア 膜 を 研 磨
す る こ と に よ り 除 去 し て 絶 縁 膜 と 凹 部 に 存 在 す る 金 属 膜 と の 平 坦 化 さ れ た 面 を 形 成 す る に
際 し 、 請 求 項 １ に 記 載 の 金 属 膜 用 研 磨 剤 に よ っ て 上 記 金 属 膜 の 研 磨 を 選 択 的 に 行 う こ と を
特 徴 と す る 研 磨 方 法 。
　 【 請 求 項 ３ 】  金 属 膜 を 選 択 的 に 研 磨 し た 後 、 次 い で 、 シ リ カ と 水 よ り な る 研 磨 剤 を 使
用 し て 金 属 膜 及 び バ リ ア 膜 を 同 時 研 磨 し 、 さ ら に 、 金 属 膜 及 び 絶 縁 膜 を 同 時 研 磨 す る 、 請
求 項 記 載 の 研 磨 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 金 属 膜 用 研 磨 剤 に お い て 、 酸 と し て シ ュ ウ 酸 を 使 用 す る こ と が 極 め て 重 要 で あ
る 。 即 ち 、 シ ュ ウ 酸 を 使 用 す る こ と に よ り 、 金 属 の 研 磨 速 度 を 十 分 維 持 し な が ら 、 研 磨
が バ リ ア に 達 し た 際 に お け る 、 金 属 膜 の 溶 解 を 効 果 的 に 防 止 で き 、 前 記 絶 縁 凹 部 に お
け る 金 属 膜 の デ ィ ッ シ ン グ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 上 記 選 択 比 が 未 満 で は バ リ ア 膜 よ り も 金 属 膜 が 研 磨 さ れ す ぎ る 場 合 が あ り 、 デ ィ
ッ シ ン グ が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 バ リ ア 膜 と 金 属 膜 と の 研 磨 、 即 ち 、 第 二 段 研 磨 に 次 い で 、 必 要 に 応 じ て 、 第 三 段
研 磨 が 行 わ れ る 。 か か る 研 磨 に 使 用 さ れ る 第 三 の 研 磨 剤 は 、 金 属 膜 、 バ リ ア 及 び 絶 縁 膜
を ほ ぼ 等 し い 研 磨 速 度 で 研 磨 で き る こ と が 好 ま し い 。 特 に 好 ま し く は 、 絶 縁 膜 に 対 す る 金
属 膜 と バ リ ア 膜 と の 選 択 比 （ 金 属 膜 ／ 絶 縁 膜 研 磨 速 度 比 及 び バ リ ア 膜 ／ 絶 縁 膜 研 磨 速 度 比
） は 、 好 ま し く は 、 ０ ． ３ ～ ３ 、 さ ら に 好 ま し く は ０ ． ５ ～ ２ 、 特 に 、 ０ ． ８ ～ １ ． ２ で
あ る 。
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